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鹿児島県本土で一番?!　ウミガメが産卵に集まる岸良浜
　　～２０２２・２０２３年の調査から～‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２・３
いるかの時間・あざらしの時間「イルカは音で物を見る」‥‥‥‥‥‥４
ここがみどころ　「３階：タコクラゲ」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
錦江湾のなかまたち「100．ヘダイ」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
アクアラボ「ニホンウナギのひみつ」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
特別企画展「あつまれ‥どうぶつの森×いおワールドかごしま水族館
　　海の生きもの‥ふれあい展」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
加茂水族館との合同クラゲ調査‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７
いおワールド通信‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８
鹿児島‥未知の魚を発見！「№31‥バナナアゴアマダイ・
　　№32‥オオメアゴアマダイ・№33‥シラタマアゴアマダイ」‥‥‥８
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９月９日、９月１６日の閉館後、鹿児島国際大学日本語学ゼミと共同で「体験型謎解きゲーム
『水族館に眠る秘宝』」を開催しました。学生に社会活動と地域貢献を経験させることを目的に
４月に依頼を受けて以降、学生の皆さんが時間を見つけて何度も水族館に足を運び、問題作成
や動画の撮影を行いました。また、事前に２回のリハーサルを行い、夜遅くまで入念に確認作
業に取り組んでいました。迎えた本番１回目は、難易度が高く最終問題までたどりつかないお
客さまも多かったようです。２回目は学生の皆さんが最終問題のヒントをこまめに出したり、積
極的に声掛けをしたりし、１回目よりも多くのクリア者が出ました。学生の皆さんが海賊に扮

ふん

し
て案内をする姿や、海の生きものに関する問題にお客さまが真剣に取り組む様子が印象的で、
今後もこうした企画をとおして地域活性化に取り組んでいきたいと感じました。� （濵田毬華）

天候に恵まれて気持ちのいい秋晴れの中、水族
館ボランティアの方々を対象とした館外研修を行いました。今回は「錦江湾研修」と
題して桜島フェリーを貸し切り、錦江湾の成り立ちについて鹿児島大学名誉教授の
大木公彦博士に講演を行っていただきました。大木博士の話を聞きながら熱心にメ
モを取る方や、目から鱗

うろこ

の壮大な話に驚かれた方も多かったようです。自由時間には当館職員
による錦江湾のイルカの解説や、フェリー操舵室の見学なども行いました。
２時間の錦江湾研修クルーズがあっという間に感じられるほど、有意義な研修になりました。
今回の研修を活かして、来館者に錦江湾の魅力を伝えていただけたらと思います。�（中村政之）

長引く残暑の１０月、鹿児島
県では令和２年に新型コロナ
ウイルス感染症の流行で見送
りとなった「燃ゆる感動かごし
ま国体・かごしま大会」が特別
国民体育大会として開催されま
した。開会式には天皇皇后両陛
下もご臨席され、ブルーインパ
ルスの華やかな飛行が上空を飾
り、選手たちの熱い戦いに鹿児
島全体が盛り上がりました。
数々の笑顔や涙、感動が生まれ
た本大会は、天皇陛下のお言葉
にもあったように「コロナ禍か
らの再生と飛躍」を象徴する大
会として人々の記憶に残るもの
となりました。
さて、今年は水族館もコロナ
禍以前の賑やかさを取り戻し、
たくさんのお客さまにご来館い
ただきました。来年はどんな１
年になるでしょうか。２０２４
年の干支は辰。天高く昇る辰に
あやかり、良い年になりますよ
うに。� （二階堂）
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　２０２３年に馬毛島沖と慶良間諸島から採集さ
れた３標本に基づき新種として記載されました。
体の白い斑が和名の由来です。

№ 33 シラタマアゴアマダイ

　本種は種子島西之表市浦田沖の水深１００メー
トル付近の海底から採集された１個体のみが知ら
れています。２０２３年に新種として記載されま
した。近縁種と比べて眼が大きいことが特徴です。

№ 32 オオメアゴアマダイ

　２０２３年、アゴアマダイ属魚類の研究が飛躍
的に進み、多くの新種や日本初記録種が報告され
ました。鹿児島県からも３種の新顔が記録されま
したので、紹介します。バナナアゴアマダイは東
アジアの固有種で、国内では愛媛県や東シナ海、
鹿児島湾から記録されています。２０２３年に提
唱された和名は、本種の頭部と体部の褐色部や各
鰭の鮮やかな黄色が熟したバナナの実を連想させ
ることに因みます。

№ 31 バナナアゴアマダイ 編集後記

鹿児島国際大学×かごしま水族館　謎解きイベント

ボランティア館外研修

（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

バナナアゴアマダイ　Opistognathus flavidus

オオメアゴアマダイ　Opistognathus megalops

シラタマアゴアマダイ　Opistognathus ctenion
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詳細な調査は２０１１年に一度きり?!
山深い大隅半島の南東部。断

だん

崖
がい

絶
ぜっ

壁
ぺき

の海岸線の奥まっ
た場所に、小さな砂浜が点在します。その一つが岸良
浜で、昔からウミガメの産卵地として知られています。
２６年前、旧岸良小学校のPTAが中心となって砂浜の
清掃や巡回をするグループを結成し、当時会長だった
宗
そう

前
ぜん

氏は毎年６月末頃、夕立が降った蒸し暑い夜にウミ
ガメが浜にたくさん上がってくることなどを観察してい
ました。しかし、足跡の数や産卵巣が何か所あるのかを
確かめる調査は、肝付町内之浦の吉

よし

井
い

氏が２０１１年に
鹿児島大学ウミガメ研究会（以下：ウミガメ研究会）と
行った記録しかありませんでした。６月から８月の間２
週間ごとに足跡を数えたその調査では、７３回上陸してい
て４９か所もの産卵巣を発見しました。日本各地のウミ
ガメ産卵地では、ここ１０年の間にやってくるウミガメの
数が大きく減っています。岸良浜ははたしてどうなってい
るのか？そこで、岸良学園＊１とウミガメ研究会、かごし
ま水族館が一緒に調査することにしました。

どうやって調べるの？
ウミガメは毎年５月の中旬くらいから産卵のために上
陸し始めます。岸良学園がウミガメの初上陸を確認した
後、ウミガメ研究会と当館が交代で１週間おき（２０２３
年は２週間おき）に、浜に残っている足跡を調査用紙に
記入していきました。同じものを再び数えないよう記録
が終わったら印をつけました。足跡の軌

き

跡
せき

から、上陸し
たウミガメが産卵したのか産まずに帰ってしまったのか

を見分け、棒をさして砂の固さの違いから産卵巣の場所
を探します。
８月に入ると砂の中で温められた卵はふ化し、続々と
子ガメがはい出します。

すると空になった卵の上に砂が落ちて、地上は月のク
レーターのようにへこむので、産卵巣の場所を最終的に
特定することができます。

１１年前とほぼ同じだった！
調べた結果、全て「アカウミガメ」の足跡でした。特
に６月から７月は大変多く、前についた足跡に新しいも
のが重なり、まるで迷路のようでした。記録した足跡の
数は２年とも１００本を超えました。そして２年とも約

鹿児島県本土で一番?!
ウミガメが産卵に集まる岸良浜

～２０２２・２０２３年の調査から～

特 集

棒を使って産卵巣を探す
足跡から矢印の方向からやってきて、点線のあたりに
卵を産んで海に帰っていることがわかる。

産卵していない足跡
産卵後は、普通まっすぐ海に帰る。この足跡は海に向かいながら、くねくね曲
がり、途中で何個も穴を掘っていることから、産卵できなかったことがわかる。

ふ化後産卵巣の上はへこむ

内之浦湾

岸良浜大
隅
半
島

鹿児島県

岸良浜の場所

浜に残る無数の足跡
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５０か所の産卵巣を発見し、
１１年前とほぼ同じで減って
いないことがわかりました。
下の図は、２０２２年と
２０２３年に、鹿児島県本土
のウミガメ産卵地で記録さ
れたアカウミガメの足跡と産
卵巣の数を示したものです。
どの浜も、私たちと同じよう
に定期的に見まわって調査をしています。鹿児島県本土
で一番足跡（上陸数）や産卵巣の数が多いのは吹上浜で
す。しかし海岸の距離がとても長いので、１㎞あたりの区
間で比較すると産卵巣の数はそれほど多くありません。
ところが、岸良浜はわずか１.７㎞の海岸にたくさんの足
跡と産卵巣があり、１㎞あたりの産卵巣の数は、とびぬ
けて多いことがわかります。２０２３年は、全国的に産
卵が少なかった年でした。しかし岸良浜は２０２２年よ
りは若干少ないものの他の地域のように激減してはいま
せんでした。１㎞あたりの産卵数は鹿児島県本土で一番
多い浜だったのです。

上陸数が多いのは砂のせい？
他の浜に比べ産卵巣の数に対して上陸数が非常に多
いので、卵を産めずに何度も再挑戦しているウミガメの
お母さんが多いのかもしれません。岸良浜は夜間真っ暗

で静かなので安心して産卵できそうなのになぜ産めない
のだろうと思いましたが、卵を調べるために穴を掘って
みてわかりました。岸良浜は他の浜に比べて砂粒が大き
く、すぐにくずれてしまい、穴を掘るのが非常に難しい
のです。実際、産卵するまでに穴を掘ってはやめて、少
し移動してまた穴を掘って…と繰り返したような足跡がた
くさんありました。上陸数が１００を超えるのは、砂の
せいかもしれません。

産卵巣の数が多いのはウミガメが集まっているから？
では、産卵巣の数はどうでしょう。ウミガメのお母さ
んは、産卵のために遠い場所からはるばる岸良浜まで
やってきます。上陸して卵を産み、１０日間ほど海で休
んでからまた上陸して産卵することを繰り返し、元いた
えさ場へ帰るまで１シーズンに平均３.５回産卵します。
そこで巣の数÷３.５をお母さんの数と見積もると、岸良
浜では、２０１１年は約１４頭、２０２２年は約１８頭、
２０２３年は約１３頭のお母さんがいたことになります。
吹上浜以外の海岸では、たいてい２～３頭、多くても５
頭という計算になるので、岸良浜には倍以上のお母さん
がやってきていたようです。大隅半島の太平洋側には、
産卵できるような砂浜が数えるほどしかないからでしょ
うか？なぞは深まるばかりです。今後も地域の方と一緒
になって、この環境を守りながら調査を続けていきたい
と考えています。

岸良浜に行ってみたいと思った人は、６月から７月に
夜ではなく＊２、日の出近くの早朝に出かけてみてくださ
い。朝陽に浜が照らされる頃、もしかすると、明け方ま
で産卵していたお母さんが海に戻る場面に出会えるかも
しれません。もし出会った時には、近づかないでそっと
見送りましょう。お母さんに出会えなかったとしても、
浜にくっきり残った足跡から、大きなウミガメがさっきま
でそこにいた気配を感じることができるかもしれません。
� （柏木　由香利）

ウミガメは後ろ足が届かなくなるくらい深い縦穴を掘ってそこに卵を産む

２０２２年・２０２３年　鹿児島県本土のアカウミガメの上陸と産卵数

＊１　�岸良学園は、閉校した岸良小中学校から制度移行し、２０２１年４月に新し
く開校した義務教育学校です。特色ある教科として岸良の自然を基とした
「ウミガメ科」を設置しています。

＊２　�ウミガメの産卵シーズン（５月中旬～７月末）は、夜９時以降から日の出ま
で砂浜へは入らないようにしましょう。

（謝辞）２０２２年の調査は、公益社団法人日本動物園水族館協会の２０２２年度野生動物保護募金助成を受けて実施しました。
　　　　２０２３年の調査には、宮崎野生動物研究会に孵化調査の協力をいただきました。調査に協力してくださった全ての皆様に感謝いたします。
　　　　�上陸・産卵数は、以下の方々から情報をいただきました。指宿市、鹿児島県、鹿児島市、鹿屋市、知覧町ウミガメ保護研究会、渚を守る会、

NPO法人脇本海岸ウミガメ・シロチドリ会、Save�Sea�Turtle

脇本（2.6km）

32本の足跡のうち17カ所で産卵

6.5カ所/km

吹上浜（47km）

396本の足跡のうち197カ所で産卵

4.2カ所/km

知覧（2.3km）

14本の足跡のうち9カ所で産卵

3.9カ所/km

開聞（4.2km）

20本の足跡のうち15カ所で産卵

3.6カ所/km

鹿屋（4km）

9本の足跡のうち7カ所で産卵

1.75カ所/km

志布志（2.6km）

10本の足跡のうち9カ所で産卵

3.5カ所/km

大浜（0.7km）

15本の足跡のうち9カ所で産卵

12.8カ所/km

前之浜・生見（8km）

6本の足跡のうち3か所で産卵

0.4カ所/km

岸良（1.7km）

149本の足跡のうち

63カ所で産卵

37.1カ所/km

脇本（2.6km）

5本の足跡のうち4カ所で産卵

1.9カ所/km

吹上浜（47km）
調査結果 集計中

知覧（2.3km）

0本の足跡のうち0カ所で産卵

0カ所/km

開聞（4.2km）

20本の足跡のうち11カ所で産卵

2.6カ所/km

鹿屋（4km）

0本の足跡のうち0カ所で産卵

0カ所/km

志布志（2.6km）

5本の足跡のうち3カ所で産卵

1.2カ所/km

大浜（0.7km）

6本の足跡のうち4カ所で産卵

5.7カ所/km

前之浜・生見（8km）

41本の足跡のうち6か所で産卵

0.8カ所/km

岸良（1.7km）

118本の足跡のうち

46カ所で産卵

27.1カ所/km

2022年

2023年

１つの産卵巣に１００個近くの
卵を産む
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（※クリック
スは薄

うす

い板
であれば通
り抜けてそ
の中にある
物を調べる
ことができ
ます）

現在は６頭のハンドウイルカとイベントを実
じっ

施
し

していますが、イルカたちのトレーニングは一
ひと

筋
すじ

縄
なわ

ではいきませんでした。ジャンプなど動きの
形を作ることとは異なり「エコーロケーションを
使って物を探し出す」というイルカの自主的な行
動を理解させることは簡単ではなく、失敗が続
くと飽

あ

きてやる気をなくしてしまいます。そのた
め、トレーニングの際には担当したイルカの性格
に合わせて、成功が積み重なるように、少しず
つ段階を踏

ふ

みながら教えていきました。また、
実験に使う道具も業者と相談し、時にはホームセ
ンターで材料を集めて手作りし、改良を重ねて工
夫しながら作製しました。そして半年以上に及
ぶトレーニングの結果、私が担当した個体では
大人のカールが目隠し実験、３歳

さい

のハッピーがブ
ラックボックス実験をイベントで実演できるよう
になりました。現在は、目隠しをしながらブラッ
クボックス実験ができるよう引き続きトレーニン
グ中です。
そのような苦労もあって実施している「いるか
の時間」内での実験をぜひご覧ください。じっ
くり観察してみると、皆さまもイルカの世界に近
づくことができるかもしれません。�（中村潤平）

イルカは音で物を見るイルカは音で物を見る

私たちヒトは目で物を見ています。では、水
の中で暮らすイルカはどうでしょうか？もちろ
んイルカも目で物を見ていますが、実は音も使っ
ています。イルカは水中でエコーロケーションを
利用して「音で物を見る」ことができます。
エコーロケーションとは、クリックスと呼ばれ
る音を水中に出して、それが物に当たって跳

は

ね
返ってきた音を聞くことで、どこに何があるか分
かるというものです。仕組みとしては、鼻の奥
のひだを震

ふる

わせて音を出し、メロンと呼ばれる
頭の丸く膨

ふく

らんだ部分から水中に音を放ち、反
はん

響
きょう

した音を下あごの骨で受け取って耳の内側で
聞いています。この能力を使うことでイルカは暗
い海や濁

にご

った海でも障害物を避
さ

けて泳いだり、
えさを探し出したりでき、さらには物の大きさや
形、材質も調べることができます。

当館のイベント「いるかの時間」では「イルカ
研究所～イルカの見ている世界～」と題して、イ
ルカの音を使う能力を実験形式で紹介していま
す。その実験は次の２つのパターンがあります。
・目隠

かく

し実験：イルカに目隠しを付けて、左右ど
ちらかのガラス面にある金属物を目が見えな
い状態で音を使って探し出す
・ブラックボックス実験：黒い板で覆

おお

われた箱
「ブラックボックス」を両側のガラス面にセッ
トし、目では中が見えない２つの箱の中のど
ちらかに隠

かく

された金属物を音を使って探し出す

実験に使う道具

目隠しを付けたハンドウイルカ

目隠し実験の様子（イルカプールの上から撮影）

イルカが使うエコーロケーションの仕組み
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３階：タコクラゲ

今年もタコ
クラゲの展示
が始まりまし
た。毎年夏か
ら秋ごろまで
錦江湾内で発
生するため、
当館では毎年
採集して展示
します。
そんなタコ
クラゲを求め
て、今年は遠
くから採集に
来た水族館が

ありました。東京都内にあるサンシャイン水族館で
す。遠方から来られるとなれば、成果を出して帰っ
ていただかなくては！採集に同行する私も気合が入り
ます。クラゲの発生状況の確認や、採集場所の検討
等を経て当日を迎えました。
当日の朝はまさかの土砂降り…。不安になりつつ
到着した現場では、太陽が
顔を見せていました。ホッと
したのも束の間、岸壁から
海を見下ろすとタコクラゲは
ほとんどいませんでした。
探してみると、港の中央で
ふわふわと漂っています。採集場所を変更しようとし
た矢先、港にいた養殖業者の方が声をかけてくださ
いました。事情を説明すると、なんと船を動かしてく
ださるとのこと！港の中を行ったり来たりしてもらい
ながら、目標の数を採集することができました。文
字通り思わぬ助け舟に救われ、一件落着です。
今回は案内する側でしたが、私たちも他の水族館
から生きものを借用したり、譲渡していただいたり
します。今回のタコクラゲのように水族館同士の繋
がりのおかげで、展示の幅が広がることもあるので
す。� （堀江　諒）

100. ヘダイ

ヘダイは最大で４０㎝ほどに成長する魚で、国
内では北海道以南の沿岸の岩礁や内湾に生息して
います。鹿児島では錦江湾をはじめとした本土周
辺に分布しています。同じタイ科の魚で、釣りの
対象魚として人気のあるクロダイに似ています
が、体が銀白色でクロダイに比べて明るく、黄

おう

褐
かっ

色
しょく

の縦じま模様が入っていることで簡単に見分け
ることができます。
ヘダイはかごしま水族館の屋外展示エリアであ

るイルカ水路にも生
息しています。朝に
イルカ水路の掃除で
潜った際に行動を観
察してみると、海底
を掘り返してはえさ
を熱心に探す様子が
よく見られます。実際に泳いでいる姿は銀白色の
体がキラキラ反射してとても美しいです。
ヘダイは水産上重要な種でもあり、釣りや定置
網、刺網などで漁獲されます。全国的な漁獲量は
多くありませんが、２０２０年の鹿児島県でのヘ
ダイの漁獲量は高知県に続いて全国２位と多く、
県内のスーパーでもよく見かけます。その味は淡
白でクセがなく、高級魚でもあるマダイと比べて
も負けず劣らずとても美味しい魚です。
いろいろな隠れた魅力を持つヘダイは、４階の桜
島の浅瀬水槽で観察することができます。ぜひ探し
てみてください。� （伊藤大介）

ヘダイ

ヘダイの若魚

展示中のタコクラゲ
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ニホンウナギのひみつ

「ウナギを知っていますか？」と問いかけると子
どもから大人までほとんどの方が「知っている！」
と答えてくれます。世界には１９種類のウナギのな
かまが生息しています。今回紹介するのはニホンウ
ナギ。ウナギを食べる文化がある日本人にとっては
なじみ深い生きものです。
実はウナギの血液や粘膜には毒があります。ウナ
ギを食べたことがある方は、この話を聞いて不安に
なったかもしれません。でもご安心ください。この
毒は熱に弱いので加熱調理すれば問題ありません。
他にも知っていたら思わず誰かに自慢したくなるよ
うなウナギのひみつをクイズに挑戦してもらいなが
らご紹介します。
また、少し変わったウナギの一生を知っています
か？実はウナギは日本から遠く離れた海で産卵し、
姿を変えながら日本に戻ってくることが明らかに

なっています。
解説の中ではめったに展示されない「クロコ」と
呼ばれる成長段階初期のウナギの生体をご覧いただ
けます。小さな体をくねくねさせながら泳ぎ、最近
では小石のすき間に隠れたり、砂に潜ったりするよ
うになりました。ぜひこの機会にウナギの幼魚を見
にきてください。� （松田愛未）

ニホンウナギのクロコ

ウナギは、卵からふ化してレプトケファルス（葉
よう

形
けい

幼
よう

生
せい

）の状態になり
黒潮に乗って北上し、日本近海でシラスウナギに変態して川を遡

そ

上
じょう

し
ます。透き通っていた体は成長するにしたがい黒っぽくなります。

特別企画展
あつまれ どうぶつの森×いおワールドかごしま水族館

海の生きもの ふれあい展
２０２３年１１月２１日（火）～２０２４年２月２５日（日）

任天堂株式会社のNintendo�Switch™用ゲーム
ソフト『あつまれ どうぶつの森』とのコラボレー
ション企画として、２０２４年２月２５日（日）まで
『あつまれ どうぶつの森×いおワールドかごしま
水族館�海の生きもの�ふれあい展』を開催します。
ゲーム内に登場するキャラクター「フータ」の解
説や水族館スタッフによる生きものの豆知識を楽

しめるオリジナル解説パ
ネルを各水槽に設置し、
生きものたちをじっくり
と観察しながら海の生き
ものの生態について楽し
く学ぶことができるよう
にしています。
また２５種類の生きも
のが描かれた「生きもの
さがし」カードには当館

に展示していない生きものも描かれており、見事
正解がわかった方にはオリジナルポストカードをプ
レゼント。ほかにも「生きものと記念撮影が楽し
める水槽」などの特別展示も行います。
いつもとは一味違う「あつまれ どうぶつの森」
の雰囲気をぜひこの機会にお楽しみください。
� （平野　慎一郎）

©�Nintendo
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加茂水族館との合同クラゲ調査加茂水族館との合同クラゲ調査
当日も雨がぱらつく悪天候でした。雨が降ると海水の
塩分濃度が低くなります。体の９５％以上が水ででき
ているクラゲは雨の影響を受けやすく、海底に沈みが
ちです。しかしプランクトンがいそうな港でネットを
引いてみたところ、数種の小さなクラゲが見られまし
た。いずれも南方系の種で、はっきりわからないもの
もありました。
奄美大島で
の調査では加
計呂麻島との
間にある大島
海峡を漁船で
め ぐ り ま し
た。ここは複
雑に入り組ん
だ湾がたくさ
んあり、潮の
流れも穏やかです。穏やかなところにはクラゲが吹き
だまりやすく、採集できるかと思ったのですがほとん
ど見られませんでした。実はこの時沖縄の南に台風が
発生していました。奄美はそれほど風は強くなかった
のですが、海はうねりがあり、フェリーの運航にも影
響がでていました。クラゲは水中にいますが、陸上の
風や雨の影響を受けやすいため、いつでも採集できる
わけではないのです。限られた日程の中で採集できた
のはごくわずかでした。

４日間にわたる鹿児島での調査で見つけたクラゲの
一部はさっそく、加茂水族館で展示されることになり
ました。加茂水族館では現在８０種類程度のクラゲを
展示していますが、１００種類のクラゲ展示を目指し
ているそうです。これはとても大変なことなので、当
館も今回のように地道な調査を重ねて、加茂水族館が
目標を達成するまで応援していきたいと思います。
� （築地新　光子）

かごしま水族館の姉妹館である山形県の加茂水族館
のスタッフがクラゲ調査に来ました。加茂水族館は
クラゲの展示種数世界一を誇る水族館です。展示のリ
ニューアルを控えており飼育展示可能なクラゲを探す
ために共同調査に出かけました。

鹿児島市での合同調査
最初の調査地は鹿児島市与次郎ヶ浜長水路です。こ
こは全長１. ６㎞にわたって仕切られた水路となって
おり、波静かでクラゲの生育に適した環境です。夏か
ら秋はタコクラゲとサカサクラゲが見られ、確実にク
ラゲを採集することができるポイントです。今回はサ
カサクラゲのポリプをとる目的で、大きなサカサクラ
ゲを採集しました。サカサクラゲは海底にいるので潜
水しなければ採集することはできません。山形は水温
が低いこともあり、基本的に潜水採集は行わないそう
です。潜り慣れている当館のスタッフが潜ってあっと
いう間にサカサクラゲを集めてきました。また、ここ
ではサカサクラゲのポリプが自生しています。ポリプ
が自生しているところはめったに確認されていないた
め、スタッフが採集したポリプを加茂水族館スタッフ
に見せるととても驚かれました。

奄美大島での調査
次の調査地は鹿児島県内でも飛行機での移動が必要
な奄美大島です。奄美大島は亜熱帯域に位置し、鹿児
島県本土とは異なるクラゲが何種類も観察されていま
す。しかし詳しいことは調べてもよくわからないまま
です。大変残念なことに訪問した前日は大雨であり、

ベニクラゲのなかま

採集したサカサクラゲ

あちこち潜水しながら探す

与次郎ヶ浜長水路

ヒドロクラゲのなかま

ソコキリコクラゲムシ

野生のサカサクラゲのポリプ

加茂水族館で展示した成長した
ソコキリコクラゲムシ

撮影：鶴岡市立加茂水族館
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９月９日、９月１６日の閉館後、鹿児島国際大学日本語学ゼミと共同で「体験型謎解きゲーム
『水族館に眠る秘宝』」を開催しました。学生に社会活動と地域貢献を経験させることを目的に
４月に依頼を受けて以降、学生の皆さんが時間を見つけて何度も水族館に足を運び、問題作成
や動画の撮影を行いました。また、事前に２回のリハーサルを行い、夜遅くまで入念に確認作
業に取り組んでいました。迎えた本番１回目は、難易度が高く最終問題までたどりつかないお
客さまも多かったようです。２回目は学生の皆さんが最終問題のヒントをこまめに出したり、積
極的に声掛けをしたりし、１回目よりも多くのクリア者が出ました。学生の皆さんが海賊に扮

ふん

し
て案内をする姿や、海の生きものに関する問題にお客さまが真剣に取り組む様子が印象的で、
今後もこうした企画をとおして地域活性化に取り組んでいきたいと感じました。� （濵田毬華）

天候に恵まれて気持ちのいい秋晴れの中、水族
館ボランティアの方々を対象とした館外研修を行いました。今回は「錦江湾研修」と
題して桜島フェリーを貸し切り、錦江湾の成り立ちについて鹿児島大学名誉教授の
大木公彦博士に講演を行っていただきました。大木博士の話を聞きながら熱心にメ
モを取る方や、目から鱗

うろこ

の壮大な話に驚かれた方も多かったようです。自由時間には当館職員
による錦江湾のイルカの解説や、フェリー操舵室の見学なども行いました。
２時間の錦江湾研修クルーズがあっという間に感じられるほど、有意義な研修になりました。
今回の研修を活かして、来館者に錦江湾の魅力を伝えていただけたらと思います。�（中村政之）

長引く残暑の１０月、鹿児島
県では令和２年に新型コロナ
ウイルス感染症の流行で見送
りとなった「燃ゆる感動かごし
ま国体・かごしま大会」が特別
国民体育大会として開催されま
した。開会式には天皇皇后両陛
下もご臨席され、ブルーインパ
ルスの華やかな飛行が上空を飾
り、選手たちの熱い戦いに鹿児
島全体が盛り上がりました。
数々の笑顔や涙、感動が生まれ
た本大会は、天皇陛下のお言葉
にもあったように「コロナ禍か
らの再生と飛躍」を象徴する大
会として人々の記憶に残るもの
となりました。
さて、今年は水族館もコロナ
禍以前の賑やかさを取り戻し、
たくさんのお客さまにご来館い
ただきました。来年はどんな１
年になるでしょうか。２０２４
年の干支は辰。天高く昇る辰に
あやかり、良い年になりますよ
うに。� （二階堂）
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　２０２３年に馬毛島沖と慶良間諸島から採集さ
れた３標本に基づき新種として記載されました。
体の白い斑が和名の由来です。

№ 33 シラタマアゴアマダイ

　本種は種子島西之表市浦田沖の水深１００メー
トル付近の海底から採集された１個体のみが知ら
れています。２０２３年に新種として記載されま
した。近縁種と比べて眼が大きいことが特徴です。

№ 32 オオメアゴアマダイ

　２０２３年、アゴアマダイ属魚類の研究が飛躍
的に進み、多くの新種や日本初記録種が報告され
ました。鹿児島県からも３種の新顔が記録されま
したので、紹介します。バナナアゴアマダイは東
アジアの固有種で、国内では愛媛県や東シナ海、
鹿児島湾から記録されています。２０２３年に提
唱された和名は、本種の頭部と体部の褐色部や各
鰭の鮮やかな黄色が熟したバナナの実を連想させ
ることに因みます。

№ 31 バナナアゴアマダイ 編集後記

鹿児島国際大学×かごしま水族館　謎解きイベント

ボランティア館外研修

（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

バナナアゴアマダイ　Opistognathus flavidus

オオメアゴアマダイ　Opistognathus megalops

シラタマアゴアマダイ　Opistognathus ctenion


